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１．研究目的･内容 
 アンチエイジングセンターではこれまでに，老化度判定，アンチエイジング機能性素材の評価
に利用できる加齢マーカーを多数同定するとともに，天然資源からアンチエイング効果を示す新
規素材や有効成分を同定するに至っている．また，近畿大学教職員を対象とした健康診断結果の
データベース化と生活習慣改善プログラム（プロトプログラム）の開発や，加齢に伴う骨代謝の
変化及び皮膚老化の老化度判定に関する臨床研究で成果を上げてきた（詳細は，平成 20〜24 年度
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「加齢マーカーを指標としたアンチエイジング効果の分野
横断的実践・研究の展開」を参照されたい）． 
 本研究では，このシーズを活用・発展するため，(1)実用的なアンチエイジング診断マーカーの
選定，(2)加齢に関わるシグナル伝達経路および生体内制御物質の挙動及びメカニズムの解明，(3)
アンチエイジング診断法の開発，(4)診断データ分析技術開発，(5)個別指導・診療に向けたケアマ
ネージメントプロトコルの作成，(6)アンチエイジング効果から派生する先進臨床医療のための基
礎検討を，3C（Chack-Care-Cure）実践のための役割を念頭においた実用モデルチームを編成し，
研究遂行することで効率的な研究成果と組織づくりの両立を達成する．すなわち，前衛的かつ効
果的なアンチエイジングドックの基本概念である 3C を基礎としながらも，それを進化的なループ
でシームレスに紡ぐことで，アンチエイジング研究から臨床までを未来指向的に対応できるシス
テムを産生し続けられる特色を有する．これにより創成・創出を目指す先鋭的アンチエイジング
トータルサポート機関【アンチエイジングスーツ】及びその運用プロトコルとなる【アンチエイ
ジングカバレッジプログラム】は，他に類を見ないヒトの心身をケアできる成果物，すなわち究
極の良質な QOL サポートを期待せしめる唯一無二の独創性に富んだ成果物となることが期待で
きる． 
 
具体的な研究内容として，以下の項目が挙げられる． 
1.実用的なアンチエイジング診断マーカーおよび新たな加齢関連バイオマーカーの探索と選定
（山田・上嶋・川畑・松田・米谷・仲西） 
2.新規アンチエイジング素材の探索および評価（村岡・松田・角谷・森川） 
3.アンチエイジング診断技術及び診断法の開発（村岡・杉浦・岩城・益子・鈴木・仲西） 
4.アンチエイジング診断データ分析技術の開発（仲西・川﨑・鈴木） 
5.加齢関連シグナル伝達経路および生体内制御因子の挙動・機構の解明（宮澤・川畑・杉浦・岩
城・中山） 
6.個別指導・診療に向けたケアマネージメントプロトコルの作成（山田・佐川・川﨑） 
7.アンチエイジング効果から派生する先進医療を志向した検討（松田・杉浦・森川・細井・早川・
森山） 
8.研究成果の情報発信（佐川・松田・川崎・角谷・森川） 

 



２．研究経過及び成果 
 平成 27 年度は，【2. アンチエイジング素材の探索

および評価】について，機能性食品素材として注目

されているサラシア (Salacia chinensis) の熱水抽出

エキスに，2 型糖尿病モデル動物である KK-Ay マ
ウスを用いた抗糖尿病作用について，血糖値および 
HbA1c の改善効果などについて学術雑誌へ報告し

た．これらの成果により，11 月に消費者庁からサラ

シアに含有する neokotalanol が，「食後の糖の吸収

を穏やかにする」旨を表示できる特定保健用食品の

関与成分として許可されるなど，本研究における成

果の社会還元がなされた． 
 学術交流事業の一環として，11 月 26 日に中国山

東省威海市近郊にある職業技術学校である山東医薬

品食品職業学院の訪日団が本学を訪問し，薬学部，

薬学総合研究所ならびに共同利用センターの研究施設・設備などを見学した．同学院は，薬物製剤技

術，化学製薬技術，薬物分析技術，バイオ製薬技術，漢方薬材，食品栄養，食品加工技術，薬剤設備

製造，化学設備修理技術，薬品経営，漢方薬製薬技術，医用電子機器とメンテナンスなど 13 の専門

技術の職業訓練を目的に設立され，なかでも漢方薬品調合剤専門は山東省の重点専門校と認定されて

おり，山東省の医薬，食品加工，卸売小売，薬局，医薬品食品検査・監督などの領域へ多くの優秀な

人材を輩出しており，本研究の国際交流の一環として，共同研究および留学生の受け入れなどについ

て活発な意見交換が行われた．また，平成 28 年 3 月 31 日に帝国ホテル（東京）にて中国大使館の

景春海参事官の出席のもと「国際大学創新連盟 (IUIA, International Universities Innovation Alliance) 日本

合作プロジェクト調印式・除幕式」が開催され，村岡 修 教授が同連盟の顧問に就任した．IUIA は
中国周近平国家主席の提唱する国家戦略，“大学創業，万学創新”に呼応し，中国商務省投資促進局，

科学技術庁研究推進センター（日本の JST に相当），北京金融資産交易所等の後援を得て，全世界の

主要大学にイノベーションを中国と連携して推進するための投資を提供することを目的として設立さ

れた非政府組織で，北京を本拠地としている．設立以来これまでの 10 ヵ月の間に英国のケンブリッジ

大学，オックスフォード大学をはじめ，パリ工科大学，ベルリンスタインバイス大学，MIT，トロン

ト大学など世界の主たる 70 以上の大学・研究機関とイノベーション連携推進協定を締結している．

日本では，本学，慶応大学，大阪大学が当面の対象となっており，当日は，まず本学との間で連携の

ための調印が執り行われ，村岡修教授及び他機関の 3 名が IUIA 顧問に就任した．景春海参事官からは，

「イノベーションの追求は全世界の共通の課題であり，それをどのように発展させるかが重要であり，

IUIA の理念に基づいてグローバルなイノベーションの展開を期待している」との挨拶があった．当日

の調印式、懇親会の模様は人民日報日本語デジタル版で報道された． 

 
 【8. 研究成果の情報発信】について，アンチエイジングセンター主催の市民公開講座を４回実施し

た．5 月 16 日(第 11 回)は『安全長寿と法律』をテーマに，法学部の神田 宏 教授による「犯罪白書に

見る「高齢者と犯罪」」および上﨑 哉  教授による「安全長寿のためのツーリズム」の２講演

(http://www.kindai.ac.jp/antiaging/event/open150516-after.html)，7 月 18 日(第 12 回)は『園芸・色で健康長

寿』をテーマに，農学部の林 孝洋 教授に「ガーデニングで心も体も健康に」，また，木戸慎介 准教

授に「知っておきたい食物とリンの話」（http://www.kindai.ac.jp/antiaging/event/open150718-after.html）
を，また，9 月 23 日(第 13 回)は『“こころ”と“からだ”の若甦』をテーマに，経営学部の田中ゆふ 講
師による「若々しく生きるためのメンタルトレーニング」とタイチスタジオインストラクターのホシ 

ナミ先生の「中国伝来究極のアンチエイジングトレーニング「タイチ（太極拳）」」を講演いただいた．

  
山東医薬品食品職業学院(中国，山東省)の訪日団一行 (2015.11.26) 

 
国際大学創新連盟日本合作プロジェクト調印式・除幕式 (2016.3.31, 帝国ホテル(東京)にて)  

左から，孫 IUIA 理事長，景中国大使館参事官，懇親会で挨拶する村岡教授 



（http://www.kindai.ac.jp/antiaging/event/open150926-after.html）いずれも 200 名を超える参加者を得，盛

会裡に終わった．また，アンチエンジングセンター共催イベントとして，10 月 31 日に第５回健康ス

ポーツ教室として第 14 回市民公開講座が佐川和則教授らを中心として開催され，卓球，ノルディック

ウォーキング，アロマセラピー講座と体力測定を実施し 100 名を超える参加者を得た

（http://www.kindai.ac.jp/antiaging/event/open151031-after.html）． 

３．本研究と関連した今後の研究計画 
 本研究は，研究成果の社会還元を兼ねた情報発信を積極的に実施するとともに，アンチエイジング

診断（Check）にまつわる基礎および応用研究についての成果を積極的に発信することを目的に実施し

てきた．具体的には，1. の加齢関連バイオマーカーの探索に，3. および 4. の診断法および分析法の

確立，ならびに，5. の生体内挙動の機序解明とそれらを活用した 7. 先端医療および臨床への“橋渡

し研究”を志向した分野横断研究を展開する．これらにより得られた成果について，6. のアンチエイ

ジングドックにおける個別指導・診察に向けた健康相談マネージメントプロトコルの作成へ繋がる成

果を蓄積できたものと考える．これらの成果をもとに，『アンチエイジング』，『機能性食品』をキーワ

ードに学部や研究所などの専門分野を横断した実学に特化した研究組織を構築したい． 
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Terada Y., Kawabata A. H2S and pain: a novel aspect for 
processing of somatic, visceral and neuropathic pain signals. In 
Chemistry, Biochemistry and Pharmacology of Hydrogen 
Sulfide, edited by Moore, P.K. and Whiteman, M. Springer, 
Handbook of Experimental Pharmacology 230, 217-230 (2015). 
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Nagai N., Ogata F., Kawasaki N., Ito Y., Funakami Y., Okamoto 
N., Shimomura Y., Hypercalcemia leads to delayed wound 
healing in ovariectomized rats, Biological & Pharmaceutical 
Bulletin, 38(7), 1063-1069 (2015). 

学術雑誌 2015 年 7 月 
Ogata F., Kawasaki N., Adsorption of As(III) from aqueous 
solutions by novel Fe-Mg type hydrotalcite, Chemical & 
Pharmaceutical Bulletin, 63(12), 1040-1046 (2015). 

学術雑誌 2015 年 12 月 
Ogata F., Imai D., Toda M., Otani M., Kawasaki N., Adsorption 
of phosphate ion in aqueous solutions by calcined cobalt 
hydroxide at different temperatures, Journal of Environment 
Chemical Engineering, 3, 1570-1577 (2015). 

学術雑誌 2015 年 9 月 
Ogata F., Imai D., Kawasaki N., Cationic dye removal from 
aqueous solution by waste biomass produced from calcination 
treatment of rice bran, Journal of Environment Chemical 
Engineering, 3, 1476-1485 (2015). 

学術雑誌 2015 年 9 月 
Ogata F., Iwata Y., Kawasaki N., Kinetic and equilibirum 
investigation of cobalt(II), nikel(II), and tungsten(VI) adsorption 
on fly ash processed by hydrothermal treatment in an alkaline 
solution, Journal of Water and Environment Technology, 13(5), 
359-370 (2015). 

学術雑誌 2015 年 5 月 

Nagai N., Ogata F., Kawasaki N., Ito Y., Increased expression of 
interleukin 18 in lenses of ovariectmized rat, Biological & 
Pharmaceutical Bulletin, 39(1), 138-142 (2016). 

学術雑誌 2016 年 1 月 
Ogata F., Ueda A., Tanei S., Imai D., Kawasaki N., Simultaneous 
removal of phosphate and nitrite ions from aqueous solutions 
using modified soybean waste, Journal of Industrial and 
Engineering Chemistry, 35, 287-294 (2016). 

学術雑誌 2016 年 3 月 
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